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はじめに

この前書きは、次の項で構成されています。

• 対象読者, v ページ

• マニュアルの構成, v ページ

• 関連資料, vi ページ

• マニュアルに関するフィードバック, vi ページ

対象読者
このマニュアルは、プログラミングとAPIの使用について背景知識を持つソフトウェアエンジニ
アを対象としています。エンジニアは、XML、データシステム、ネットワーキングプロトコル、
およびストレージプロトコルに関する知識を持っている必要があります。

マニュアルの構成
この XML APIリファレンスガイドは、次の章と付録で構成されています。

• Cisco CIMC XML API

• Cisco CIMC XML APIメソッドの使用

• CIMC XML APIメソッド使用の説明

• Cisco CIMC XMLオブジェクトアクセス権限

•共通サーバ管理タスクの例

• configConfMoメソッドの使用に関する注意事項

• CIMC Visoreユーティリティ
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関連資料
『Documentation Guide for Cisco UCS E-Series Servers』に、すべてのEシリーズサーバのドキュメ
ントへのリンクが記載されています。

•『Release Notes for Cisco UCS E-Series Servers』

•『Getting Started Guide for Cisco UCS E-Series Servers』

•『Hardware Installation Guide for Cisco UCS E-Series Servers』

•『Cisco Network Modules, Server Modules, and Interface Cards Regulatory Compliance and Safety
Information』

•『GUI Configuration Guide for Cisco UCS E-Series Servers Integrated Management Controller』

•『CLI Configuration Guide for Cisco UCS E-Series Servers Integrated Management Controller』

•『CIMC XML API Programmer’s Guide for Cisco UCS E-Series Servers』

•『Troubleshooting Guide for Cisco UCS E-Series Servers』

•『Open Source Used in Cisco UCS E-Series Servers』

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、HTMLドキュメント内のフィードバックフォームよりご連絡ください。ご協力を
よろしくお願いいたします。

   CIMC Cisco UCS E シリーズサーバ向け CIMC XML API プログラマーズガイド
vi OL-28685-01-J  

はじめに

関連資料

http://www.cisco.com/en/US/docs/unified_computing/ucs/e/1.0/roadmap/e_series_road_map.html


第 1 章

Cisco CIMC XML API

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco CIMC XML APIについて, 1 ページ

• Cisco UCS Eシリーズサーバ管理情報モデル, 2 ページ

• Cisco CIMC XML APIサンプルフロー, 3 ページ

• オブジェクトの命名, 4 ページ

• APIメソッドカテゴリ, 4 ページ

• 成功または失敗の応答, 7 ページ

Cisco CIMC XML API について
Cisco Integrated Management Controller（CIMC）XML APIは、Eシリーズサーバの CIMCへのプロ
グラムインターフェイスです。このAPIは、HTTPまたはHTTPS経由でXMLドキュメントを受
け取ります。開発者は、任意のプログラミング言語を使用して APIメソッドを含む XMLドキュ
メントを生成できます。 CIMCの設定およびステータス情報は、XMLAPIを介して完全にアクセ
スできる、管理情報ツリーと呼ばれる階層ツリー構造に格納されます。

Cisco CIMC XML APIには、Cisco UCSManager XML APIで使用可能なメソッドおよび管理情報モ
デルのサブセットが実装されています。両方のAPIの動作は構文およびセマンティクスの面で似
ており、両方で同じクライアント開発ツールおよび技術を使用できます。 Cisco CIMC XML API
の範囲は 1台の Eシリーズサーバに限定されています。これに対して Cisco UCS Manager XML
APIは、スイッチ、FEXモジュール、サーバなどのデバイスで構成されるUCS環境全体を制御し
ます。

Cisco CIMC XML APIを使用すれば、CIMCにプログラムアクセスして、サーバを構成、管理、
モニタできます。この APIには、CIMC CLIおよび GUIインターフェイス経由でアクセスできる
同じ機能があります。

APIの動作はトランザクション型で、CIMCで保持される単一のデータモデルで終了します。

APIモデルには、次のプログラマチックエンティティが含まれます。

CIMC Cisco UCS E シリーズサーバ向け CIMC XML API プログラマーズガイド
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•クラス：管理情報ツリーのオブジェクトのプロパティおよび状態を定義します。

•メソッド：1つまたは複数のオブジェクトに対して APIが実行するアクションです。

•タイプ：オブジェクトステート（たとえば、equipmentPresence）に値をマッピングするオブ

ジェクトのプロパティです。

一般的な要求は CIMCに着信し、FIFO順にトランザクタキューに配置されます。トランザクタ
はこのキューから要求を取得し、要求を解釈して認可チェックを実行します。要求が確認される

と、トランザクタは管理情報ツリーを更新します。このすべての動作は、1つのトランザクショ
ンで行われます。

イベントサブスクリプションがサポートされます。最大で 4台の Cisco CIMC XML APIクライア
ントがCIMCからイベント通知の受信を登録できます。イベントサブスクリプション操作によっ
て接続セッションが確立され、CIMCによって非同期的に送信される XML形式のイベント通知
メッセージをクライアントが受信できるようになります。

Cisco CIMC XML APIが送信するイベント通知は、エラー関連のイベントに限られます。（注）

Cisco UCS E シリーズサーバ管理情報モデル
Cisco UCS Eシリーズサーバを構成するすべての物理および論理コンポーネントは、管理情報ツ
リーと呼ばれる階層型管理情報モデルで表されます。このツリー内の各ノードは、管理ステータ

スと動作ステータスを含む、管理対象オブジェクト（MO）またはオブジェクトのグループを表し
ます。

階層構造は最上部（sys）から始まり、親ノードと子ノードを含みます。このツリー内の各ノード

は管理対象オブジェクトであり、Cisco UCS内の各オブジェクトは、オブジェクトとツリー内の
位置を示す一意の識別名（DN）を持ちます。管理対象オブジェクトは、CPU、DIMM、アダプタ
カード、ファン、電源装置などの Cisco UCSリソースを抽象化したものです。

設定ポリシーは、システム内のポリシーの大半を占め、さまざまな Cisco UCSコンポーネントの
設定を説明します。ポリシーは、ある環境下でシステムがどのように動作するかを決定します。

特定の管理対象オブジェクトはユーザが作成せず、自動的にCiscoUCSによって作成されます（電
源オブジェクトやファンオブジェクトなど）。 APIを起動することによって、管理情報モデル
（MIM）にオブジェクトの読み取りと書き込みを行います。

CIMC 管理情報モデル

CIMC管理情報モデルは、Cisco UCS管理情報モデルのサブセットです。 Eシリーズサーバは、
次の例のように管理情報ツリーの sys/rack-unit-1からモデル化されています。

|——sys———————————––– (sys)
|——rack-unit-1————————(sys/rack-unit-1)

|——adaptor-1————————(sys/rack-unit-1/adaptor-1)
|——indicator-led-1————————(sys/rack-unit-1/indicator-led-1)
|——indicator-led-2————————(sys/rack-unit-1/indicator-led-2)
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Cisco CIMC XML API サンプルフロー
一般的な要求は CIMCに着信し、FIFO順にトランザクタキューに配置されます。トランザクタ
はこのキューから要求を取得し、要求を解釈して認可チェックを実行します。要求が確認される

と、トランザクタは管理情報ツリーを更新します。このプロセスは、単一のトランザクションで

実行されます。

次の図に、CIMCがサーバの起動要求をどのように処理するかを示し、それに続く表に、サーバ
の起動要求に含まれる手順を示します。

図 1：サーバの起動要求のサンプルフロー

表 1：サーバの起動要求の説明

MO（サーバ）の動作上の
電源状態

コマンド/プロセスス

テッ

プ

DownCMD要求：サーバの起動1
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MO（サーバ）の動作上の
電源状態

コマンド/プロセスス

テッ

プ

Down要求をキューに投入2

Down管理情報ツリーでのステートの変更3

Down管理対象オブジェクト（MO）のステート変更の永続化4

Upブートスティミュラスの適用5

オブジェクトの命名
特定のオブジェクトは、識別名（DN）または相対名（RN）で識別できます。

識別名

識別名を使用すると、明確にターゲットオブジェクトを識別することができます。識別名は、一

連の相対名から構成される次の形式を持ちます。

dn = {rn}/{rn}/{rn}/{rn}...

次の例で DNは、オブジェクトツリーの最上位からオブジェクトまで、adaptor-1の完全修飾パ

スを提供します。 DNは、APIコールが動作する管理対象オブジェクトを指定します。

< dn =”sys/rack-unit-1/adaptor-1” />

相対名

相対名は、親オブジェクトのコンテキスト内でオブジェクトを識別します。識別名は、一連の相

対名で構成されます。

次の識別名を例にします。

<dn = "sys/rack-unit-1/adaptor-1/host-eth-2"/>

これは、次の相対名で構成されます。

topSystem MO: rn="sys"
computeRackUnit MO: rn ="rack-unit-1"
adaptorUnit MO: rn="adaptor-<id>"
adaptorHostEthIf MO: rn="host-eth-<id>"

API メソッドカテゴリ
各メソッドは XMLドキュメントに対応します。
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このマニュアルのいくつかのコード例では、用語 <real_cookie>は
1217377205/85f7ff49-e4ec-42fc-9437-da77a1a2c4bfなどの実際の Cookieに置き換えられます。
XML APIの Cookieは 47文字の文字列です。これは、セッション情報を維持するためにWeb
ブラウザがローカルに保存する Cookieとは種類が異なります。

（注）

認証方法

認証メソッドは、アクティブセッションを開始し、維持します。他のAPIコールが許可される前
に、正常な認証 Cookieがシステムによって返される必要があります。

セッションを認証するには、次のメソッドを使用します。

• aaaLogin：成功した場合は、セッションを初期化し認証 Cookieを返します。 Cookieは、600
秒（10分）の間有効で、期限が切れないようにするためにセッション期間中に更新する必要
があります。 CIMCに対して一度に最大 4個のセッションを開くことができます。

• aaaRefresh：以前にアクティブなセッションの代わりに新しいセッションを作成します。新
しいセッションが作成されると、新しい認証 Cookieが返されます。

• aaaKeepAlive：セッションを維持し、認証 Cookieを再び 600秒間アクティブなままにしま
す。

• aaaLogout：現在のセッションを終了し、対応する認証 Cookieを非アクティブ化します。

操作は、TCPでHTTPの postメソッドを使用して実行されます（CIMCはHTTP要求とHTTPS要
求の両方をサポートします）。HTTPおよびHTTPSが別のポート番号を使用するように設定でき
ますが、TCP/80（またはセキュア接続用に TCP/443）がデフォルトで使用されます。 HTTPのエ
ンベローブには XMLの設定が含まれます。

CIMCでは、HTTPから HTTPSへのリダイレクトはデフォルトでイネーブルです。クライア
ントアプリケーションとCIMCの間のHTTPパケットをキャプチャするには、CIMCGUIまた
は CLIでリダイレクトをディセーブルにします。

ヒント

クエリーメソッド

クエリーメソッドは、オブジェクトの現在の設定状態情報を取得します。次のクエリーメソッ

ドがサポートされています。

• configResolveDn：DNによりオブジェクトを取得します。

• configResolveClass：該当するクラスのオブジェクトを取得します。

• configResolveChildren：オブジェクトの子オブジェクトを取得します。
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• configResolveParent：オブジェクトの親オブジェクトを取得します。

ほとんどのクエリーメソッドは、引数 inHierarchical（ブール値 true/yesまたは false/no）を持ちま
す。 trueの場合、inHierarchical引数はすべての子オブジェクトを返します。

<configResolveDn … inHierarchical="false"></>
<configResolveDn … inHierarchical="true"></>

CIMCから返されるデータ量は非常に大きいことがあるため、inHierarchical引数は慎重に使用し
てください。たとえば、クエリーメソッドが、管理情報ツリーの上部にある管理対象オブジェク

ト（MO）を参照するクラスまたはDNで使われていて、inHierarchicalが trueに設定されている場
合、応答には CIMCの設定全体のほとんどが含まれる可能性があります。 CIMCが要求を処理す
るために必要なリソースが多くなると、CIMCの応答にかかる時間がそれだけ長くなります。遅
延を回避するには、クエリーメソッドを少数のMOに関連する小さな規模で実行する必要があり
ます。

クエリーメソッドが応答しない、または応答に時間がかかる場合は、クライアントアプリケー

ションのタイムアウト期間を長くするか、関連するMOの数を減らすようにクエリーメソッ
ドを調整します。

ヒント

クエリーのAPIメソッドには、コールを再帰的にするかどうかを指定するために inRecursive引数
が含まれる場合があります（他のオブジェクトまたは親オブジェクトをポイントし返す場合な

ど）。

この APIは、クエリーメソッドの有用性を高めるためにフィルタセットを提供します。これら
のフィルタは、クエリーの一部として渡すことができ、必要な結果セットを特定するために使用

されます。

inRecursive引数およびクエリーフィルタはサポートされていないため、指定しても無視され
ます。

（注）

ホストの電源が少なくとも 1回投入されるまでに、CIMCはインベントリおよびステータス情
報の取得を完了していない場合があります。たとえば、CIMCがリセットされた場合は、ホス
トの電源が次にオンになるまで、CPU、メモリ、またはアダプタの詳細なインベントリ情報は
取得されません。使用できないデータに対応するMOでクエリーメソッドが実行された場合、
応答は空白になります。

（注）

設定メソッド

CIMCでは、管理対象オブジェクトの設定変更を行うために単一のメソッドのみがサポートされ
ます。
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• configConfMo：管理情報ツリーの1つの管理対象オブジェクト（たとえば、DN）に影響しま
す。

イベントサブスクリプションメソッド

アプリケーションは、通常のポーリングまたはイベントサブスクリプションによってステート変

更に関する情報を取得します。リソースをより効率的に使うために、イベントサブスクリプショ

ンは通知に最適な方法です。ポーリングは非常に限定的な状況にある場合だけ使用してくださ

い。

次の例に示すように、イベントに対して登録するために eventSubscribeを使用します。

<eventSubscribe
cookie="<real_cookie>">

</eventSubscribe>

通知を受信するには、TCP上でHTTPまたはHTTPSセッションを開き、このセッションを開いた
ままにします。 eventSubscribeの受信時に、CIMCは新しいイベントが発生すると、それらすべて
の送信を開始します。

各イベントは一意のイベント IDを持ちます。イベント IDはカウンタとして動作し、すべてのメ
ソッドの応答に含まれます。イベントが生成されると、イベント IDカウンタが増加し、新しい
イベント IDが割り当てられます。このシーケンス番号により、イベントの追跡が可能になり、
イベントを見逃すことがなくなります。

ユーザが開始したイベントチャネル接続は、イベントチャネルセッションの Cookieに関連付け
られた非アクティビティが 600秒経過してから、CIMCによって自動的に切断されます。イベン
トチャネル接続が CIMCによって自動的に閉じられることを防ぐには、ユーザは 600秒以内に同
じイベントチャネルセッション Cookieに対して aaaKeepAlive要求を送信するか、または同じイ
ベントチャネルセッション Cookieを使用して CIMCに他のXMLAPIメソッドを送信する必要が
あります。

Cisco CIMC XML APIが送信するイベント通知は、エラー関連のイベントに限られます。（注）

成功または失敗の応答
CIMCがXMLAPI要求に応答する際、要求が完了できない場合に応答は失敗を示します。成功の
応答は、要求が有効かどうかだけを示し、操作が完了したことは示しません。たとえば、電源投

入の要求をサーバが完了するには時間がかかることがあります。電源状態は、サーバの電源が実

際に投入されてからのみダウンからアップに変更されます。
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成功した要求

要求が正常に実行されると、CIMCは要求された情報または変更が行われたことの確認を含むXML
ドキュメントを返します。次に、識別名 sys/rack-unit-1/mgmtに対する configResolveDnクエリー
の例を示します。

<configResolveDn
cookie="<real_cookie>"
inHierarchical="false"
dn="sys/rack-unit-1/mgmt"/>

応答には次の情報が含まれます。

<configResolveDn
cookie="<real_cookie>"
response="yes"
dn="sys/rack-unit-1/mgmt"> <outConfig> <mgmtController
dn="sys/rack-unit-1/mgmt"
model="UCS-E160DP-M1/K9"
serial="FHH16150031"
subject="blade"
vendor="Cisco Systems Inc" ></mgmtController></outConfig> </configResolveDn>

失敗した要求

失敗した要求への応答には、errorCodeおよび errorDescrの XML属性が含まれます。次に、失敗
した要求に対する応答の例を示します。

<configConfMo dn="sys/rack-unit-1/adaptor-1/ext-eth-0"
cookie="<real_cookie>"
response="yes"
errorCode="103"
invocationResult="unidentified-fail"
errorDescr="can't create; object already exists.">

</configConfMo>

空の結果

存在しないオブジェクトに対するクエリー要求は、CIMCによって失敗として扱われません。オ
ブジェクトが存在しない場合、CIMCは成功メッセージを返しますが、XMLドキュメントには、
要求されたオブジェクトが見つからなかったことを示すために空のデータフィールド（<outConfig>

</outConfig>）が含まれます。次に、存在しないオブジェクトの識別名を解決する試みに対する

応答の例を示します。

<configResolveDn
cookie="<real_cookie>"
response="yes"
dn="sys/rack-unit-1/adaptor-9999">
<outConfig>
</outConfig>
</configResolveDn>
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第 2 章

Cisco CIMC XML API メソッドの使用

この章は、次の項で構成されています。

• 認証方法, 9 ページ

• クエリーメソッド, 11 ページ

認証方法
認証により、XMLAPIによるCIMCとの対話が可能になります。認証を使用すると、権限を設定
し、実行できる操作を制御できます。

このマニュアルのほとんどのコード例では、用語 <real_cookie>は

1217377205/85f7ff49-e4ec-42fc-9437-da77a1a2c4bfなどの実際の Cookieに置き換えられます。
XML APIの Cookieは 47文字の文字列です。これは、セッション情報を維持するためにWeb
ブラウザがローカルに保存する Cookieとは種類が異なります。

（注）

ログイン

ログインするために、XMLAPIクライアントは CIMCHTTP（またはHTTPS）サーバへの TCP接
続を確立し、aaaLoginメソッドを格納している XMLドキュメントをポストします。

次の例では、IPアドレス 192.0.20.72でCIMCのポート 80への TCP接続を確立するために、Telnet
ユーティリティを使用しています。使用するパスは /nuovaです。

$ telnet 192.0.20.72 80
POST /nuova HTTP/1.1
USER-Agent: lwp-request/2.06
HOST: 192.0.20.72
Content-Length: 62
Content-Type: application/x-www-form-urlencoded
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次に、クライアントは aaaLoginメソッドを指定し、ユーザ名とパスワードを提供します。

<aaaLogin
inName='admin'
inPassword='password'>

</aaaLogin>

XML APIドキュメントに XMLバージョンまたは DOCTYPEの行を含めないでください。
inName属性と inPassword属性はパラメータです。

（注）

各 XML APIドキュメントは、実行する操作を表します。要求が XML APIドキュメントとして受
け取られると、CIMCは要求を読み取り、メソッドで指定されているアクションを実行します。
CIMCは、XMLドキュメント形式のメッセージで応答し、要求の成否を示します。

次に、一般的な成功応答を示します。

1 <aaaLogin
2 response="yes"
3 outCookie="<real_cookie>"
4 outRefreshPeriod="600"
5 outPriv="admin">
6 </aaaLogin>

応答の各行は、次のように解釈されます。

1 ログインに使用するメソッドを指定します。

2 これが応答であることを確認します。

3 セッションの Cookieを提供します。

4 推奨される Cookieのリフレッシュ間隔を指定します。デフォルトのログインセッションの長
さは 600秒です。

5 ユーザアカウントに割り当てられる権限レベルを指定します（admin、user、または readonly）。

6 終了タグ。

また、次の例に示すように XML APIへのログインに cURLユーティリティを使用できます。
curl -d "<aaaLogin inName='admin' inPassword='password'></aaaLogin>" http://192.0.20.72/nuova

HTTPSを有効にした場合は、次の例に示すように、cURLのコマンドでHTTPSを使用する必要が
あります。

curl -d "<aaaLogin inName='admin' inPassword='password'></aaaLogin>" https://192.0.20.72/nuova

セッションの更新

セッションは、aaaLogin応答または以前の更新から取得された 47文字の Cookieを使用して、
aaaRefreshメソッドで更新されます。

<aaaRefresh
cookie="<real_cookie>"
inCookie="<real_cookie>"
inName='admin'
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inPassword='password'>
</aaaRefresh>

セッションからのログアウト

セッションからログアウトするには、次のメソッドを使用します。

<aaaLogout
cookie="<real_cookie>"
inCookie="<real_cookie>"

</aaaLogout>

失敗応答の例

失敗したログイン：

<aaaLogin
cookie=""
response="yes"
errorCode="551"
invocationResult="unidentified-fail"
errorDescr="Authentication failed">

</aaaLogin>

存在しないオブジェクト（空白が返される場合は、指定した DNオブジェクトが存在しないこと
を示します）：

<configResolveDn
cookie="<real_cookie>"
response="yes"
dn="sys/rack-unit-1/adaptor-9999">
<outConfig>
</outConfig>

</configResolveDn>

不正な要求：

<configConfMo
cookie="<real_cookie>"
response="yes"
dn="sys/rack-unit-1/adaptor-1/ext-eth-0">
errorCode="103“
invocationResult="unidentified-fail“
errorDescr="can't create; object already exists.">

</configConfMo>

クエリーメソッド

configResolveChildrenの使用

管理情報ツリーの子オブジェクトの解決時に、次のことに注意してください。

CIMC Cisco UCS E シリーズサーバ向け CIMC XML API プログラマーズガイド
   OL-28685-01-J 11

Cisco CIMC XML API メソッドの使用
セッションからのログアウト



•このメソッドが、名前付きクラスのインスタンスである名前付きオブジェクトのすべての子
オブジェクトを取得している。クラス名を省略すると、名前付きオブジェクトのすべての子

オブジェクトが返されます。

• inDn属性により、子オブジェクトが取得される名前付きオブジェクトが指定されている（必
須）。

• classId属性により、返される子オブジェクトクラスの名前が指定されている（任意）。

•認証 Cookie（aaaLoginまたは aaaRefreshから）が必須である。

• inHierarchical属性（デフォルト値は false）が trueの場合は、結果が階層形式であることが指
定されている。

•列挙値、classIds、およびビットマスクが文字列として表示されている。

configResolveChildren, （21ページ）に示す要求または応答の例を参照してください。

configResolveClassの使用

クラスの解決時には、次のことに注意してください。

•指定したクラスタイプのすべてのオブジェクトが取得されている。

• classIdが、返されるオブジェクトクラスの名前を指定している（必須）。

•認証 Cookie（aaaLoginまたは aaaRefreshから）が必須である。

• inHierarchical属性（デフォルト値は false）が trueの場合は、結果が階層形式であることが指
定されている。

•列挙値、classIds、およびビットマスクが文字列として表示されている。

結果セットは大きくなることがあります。結果セットは正確に定義してください。たとえば、ア

ダプタのリストだけを取得する場合は、クエリーで classIdの属性値として adaptorUnitを使用しま
す。この例は、adaptorUnitクラスのすべてのインスタンスについて問い合わせます。

<configResolveClass
cookie="real_cookie"
inHierarchical="false"
classId="adaptorUnit"/>

configResolveClass, （23ページ）に示す要求または応答の例を参照してください。

configResolveDnの使用

DNを解決するときは、次のことに注意してください。

• DNにより指定されたオブジェクトが取得されている。

•指定された DNが、解決するオブジェクトインスタンスを識別している（必須）。
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•認証 Cookie（aaaLoginまたは aaaRefreshから）が必須である。

• inHierarchical属性（デフォルト値は false）が trueの場合は、結果が階層形式であることが指
定されている。

•列挙値、classIds、およびビットマスクが文字列として表示されている。

configResolveDn, （24ページ）に示す要求または応答の例を参照してください。

configResolveParentの使用

オブジェクトの親オブジェクトの解決時に、次のことに注意してください。

•このメソッドが、指定 DNの親オブジェクトを取得している。

• dn属性が子オブジェクトの DNである（必須）。

•認証 Cookie（aaaLoginまたは aaaRefreshから）が必須である。

• inHierarchical属性（デフォルト値は false）が trueの場合は、結果が階層形式であることが指
定されている。

•列挙値、classIds、およびビットマスクが文字列として表示されている。

configResolveParent, （25ページ）に示す要求または応答の例を参照してください。
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第 3 章

CIMC XML API メソッド使用の説明

この章は、次の項で構成されています。

• aaaKeepAlive, 15 ページ

• aaaLogin, 16 ページ

• aaaLogout, 18 ページ

• aaaRefresh, 19 ページ

• configConfMo, 20 ページ

• configResolveChildren, 21 ページ

• configResolveClass, 23 ページ

• configResolveDn, 24 ページ

• configResolveParent, 25 ページ

• eventSubscribe, 26 ページ

aaaKeepAlive

aaaKeepAliveメソッドは、メソッド呼び出し後に同じ Cookieを使用して、デフォルトのセッショ
ン時間が経過するまでセッションをアクティブなままにします。

要求構文

<xs:element name="aaaKeepAlive" type="aaaKeepAlive" substitutionGroup="externalMethod"/>
<xs:complexType name="aaaKeepAlive" mixed="true">

<xs:attribute name="cookie" type="stringMin0Max47" use="required"/>
<xs:attribute name="response" type="YesOrNo"/>

</xs:complexType>
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応答構文

<xs:element name="aaaKeepAlive" type="aaaKeepAlive" substitutionGroup="externalMethod"/>
<xs:complexType name="aaaKeepAlive" mixed="true">

<xs:attribute name="cookie" type="xs:string"/>
<xs:attribute name="response" type="YesOrNo"/>
<xs:attribute name="errorCode" type="xs:unsignedInt"/>
<xs:attribute name="errorDescr" type="xs:string"/>
<xs:attribute name="invocationResult" type="xs:string"/>

</xs:complexType>

例

要求

<aaaKeepAlive
cookie="<real_cookie>"

</aaaKeepAlive>

応答

<aaaKeepAlive
cookie="<real_cookie>"
response="yes">

</aaaKeepAlive>

aaaLogin

aaaLoginメソッドはログインプロセスで、セッションを開始するために必要です。この動作は、
クライアントと CIMCの間の HTTP（または HTTPS）セッションを確立します。

要求構文

<xs:element name="aaaLogin" type="aaaLogin" substitutionGroup="externalMethod"/>
<xs:complexType name="aaaLogin" mixed="true">

<xs:attribute name="inName" use="required">
<xs:simpleType>

<xs:restriction base="xs:string">
<xs:pattern value="[\-\.:_a-zA-Z0-9]{0,16}"/>

</xs:restriction>
</xs:simpleType>

</xs:attribute>
<xs:attribute name="inPassword" use="required">

<xs:simpleType>
<xs:restriction base="xs:string">

<xs:minLength value="0"/>
<xs:maxLength value="510"/>

</xs:restriction>
</xs:simpleType>

</xs:attribute>
<xs:attribute name="cookie" type="stringMin0Max47"/>
<xs:attribute name="response" type="YesOrNo"/>

</xs:complexType>

応答構文

<xs:element name="aaaLogin" type="aaaLogin" substitutionGroup="externalMethod"/>
<xs:complexType name="aaaLogin" mixed="true">
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<xs:attribute name="outCookie" type="xs:string"/>
<xs:attribute name="outRefreshPeriod" type="xs:unsignedInt"/>

<xs:attribute name="outPriv">
<xs:simpleType>

<xs:restriction base="xs:string">
<xs:pattern value="(read-only|admin|user){0,1}"/>

</xs:restriction>
</xs:simpleType>

</xs:attribute>
<xs:attribute name="outDomains" type="xs:string"/>
<xs:attribute name="outChannel">

<xs:simpleType>
<xs:restriction base="xs:string">

<xs:enumeration value="fullssl"/>
<xs:enumeration value="noencssl"/>
<xs:enumeration value="plain"/>

</xs:restriction>
</xs:simpleType>

</xs:attribute>
<xs:attribute name="outEvtChannel">

<xs:simpleType>
<xs:restriction base="xs:string">

<xs:enumeration value="fullssl"/>
<xs:enumeration value="noencssl"/>
<xs:enumeration value="plain"/>

</xs:restriction>
</xs:simpleType>

</xs:attribute>
<xs:attribute name="outSessionId">

<xs:simpleType>
<xs:restriction base="xs:string">

<xs:minLength value="0"/>
<xs:maxLength value="32"/>

</xs:restriction>
</xs:simpleType>

</xs:attribute>
<xs:attribute name="outVersion" type="xs:string"/>
<xs:attribute name="cookie" type="xs:string"/>
<xs:attribute name="response" type="YesOrNo"/>
<xs:attribute name="errorCode" type="xs:unsignedInt"/>
<xs:attribute name="errorDescr" type="xs:string"/>
<xs:attribute name="invocationResult" type="xs:string"/>

</xs:complexType>

例

要求

<aaaLogin
inName='admin'
inPassword='password'>

</aaaLogin>

応答

<aaaLogin
cookie=""
response="yes"
outCookie="<real_cookie>"
outRefreshPeriod="600"
outPriv="admin">

</aaaLogin>
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aaaLogout

aaaLogoutメソッドは、入力としてセッションの Cookieを渡すことによってWebセッションを閉
じるプロセスです。これは自動では行われません。ユーザはセッションを終了するために、

aaaLogoutメソッドを明示的に呼び出す必要があります。

要求構文

<xs:element name="aaaLogout" type="aaaLogout" substitutionGroup="externalMethod"/>
<xs:complexType name="aaaLogout" mixed="true">

<xs:attribute name="inCookie" type="stringMin0Max47" use="required"/>
<xs:attribute name="cookie" type="stringMin0Max47"/>
<xs:attribute name="response" type="YesOrNo"/>

</xs:complexType>

応答構文

<xs:element name="aaaLogout" type="aaaLogout" substitutionGroup="externalMethod"/>
<xs:complexType name="aaaLogout" mixed="true">

<xs:attribute name="outStatus">
<xs:simpleType>

<xs:restriction base="xs:string">
<xs:enumeration value="success"/>
<xs:enumeration value="failure"/>

</xs:restriction>
</xs:simpleType>

</xs:attribute>
<xs:attribute name="cookie" type="xs:string"/>
<xs:attribute name="response" type="YesOrNo"/>
<xs:attribute name="errorCode" type="xs:unsignedInt"/>
<xs:attribute name="errorDescr" type="xs:string"/>
<xs:attribute name="invocationResult" type="xs:string"/>

</xs:complexType>

例

要求

<aaaLogout
cookie="<real_cookie>"
inCookie="<real_cookie>"

</aaaLogout>

応答

<aaaLogout
cookie="<real_cookie>"
response="yes"
outStatus="success">

</aaaLogout>
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aaaRefresh

aaaRefreshメソッドは、ユーザアクティビティによってセッションをアクティブなままにします
（デフォルトのセッション期間中）。デフォルトでは、アクティビティがない時点から 600秒カ
ウントダウンされます。 600秒を超えると、CIMCはスリープモードになります。戻るためには
サインインが必要で、その後カウントダウンが再開されます。これは同じセッション IDを引き
続き使用します。

このメソッドを使用すると、以前の Cookieの有効期限が切れ、新しい Cookieが発行されま
す。

（注）

要求構文

<xs:element name="aaaRefresh" type="aaaRefresh" substitutionGroup="externalMethod"/>
<xs:complexType name="aaaRefresh" mixed="true">

<xs:attribute name="inName" use="required">
<xs:simpleType>

<xs:restriction base="xs:string">
<xs:pattern value="[\-\.:_a-zA-Z0-9]{0,16}"/>

</xs:restriction>
</xs:simpleType>

</xs:attribute>
<xs:attribute name="inPassword" use="required">

<xs:simpleType>
<xs:restriction base="xs:string">

<xs:minLength value="0"/>
<xs:maxLength value="510"/>

</xs:restriction>
</xs:simpleType>

</xs:attribute>
<xs:attribute name="inCookie" type="stringMin0Max47" use="required"/>
<xs:attribute name="cookie" type="stringMin0Max47"/>
<xs:attribute name="response" type="YesOrNo"/>

</xs:complexType>

応答構文

<xs:element name="aaaRefresh" type="aaaRefresh" substitutionGroup="externalMethod"/>
<xs:complexType name="aaaRefresh" mixed="true">

<xs:attribute name="outCookie" type="xs:string"/>
<xs:attribute name="outRefreshPeriod" type="xs:unsignedInt"/>
<xs:attribute name="outPriv">

<xs:simpleType>
<xs:restriction base="xs:string">

<xs:pattern value="(read-only|admin|user){0,1}"/>
</xs:restriction>

</xs:simpleType>
</xs:attribute>
<xs:attribute name="outDomains" type="xs:string"/>
<xs:attribute name="outChannel">

<xs:simpleType>
<xs:restriction base="xs:string">

<xs:enumeration value="fullssl"/>
<xs:enumeration value="noencssl"/>
<xs:enumeration value="plain"/>

</xs:restriction>
</xs:simpleType>
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</xs:attribute>
<xs:attribute name="outEvtChannel">

<xs:simpleType>
<xs:restriction base="xs:string">

<xs:enumeration value="fullssl"/>
<xs:enumeration value="noencssl"/>
<xs:enumeration value="plain"/>

</xs:restriction>
</xs:simpleType>

</xs:attribute>
<xs:attribute name="cookie" type="xs:string"/>
<xs:attribute name="response" type="YesOrNo"/>
<xs:attribute name="errorCode" type="xs:unsignedInt"/>
<xs:attribute name="errorDescr" type="xs:string"/>
<xs:attribute name="invocationResult" type="xs:string"/>

</xs:complexType>

例

要求

<aaaRefresh
cookie="<real_cookie>"
inCookie="<real_cookie>"
inName='admin'
inPassword='password'>

</aaaRefresh>

応答

<aaaRefresh
cookie="<real_cookie>"
response="yes"
outCookie="<real_cookie>"
outRefreshPeriod="600"
outPriv="admin">

</aaaRefresh>

configConfMo

configConfMoメソッドは 1つのサブツリーで指定の管理対象オブジェクトを設定します（DNな
ど）。

要求構文

<xs:element name="configConfMo" type="configConfMo" substitutionGroup="externalMethod"/>
<xs:complexType name="configConfMo" mixed="true">

<xs:all>
<xs:element name="inConfig" type="configConfig" minOccurs="1"/>

</xs:all>
<xs:attribute name="inHierarchical">

<xs:simpleType>
<xs:union memberTypes="xs:boolean YesOrNo"/>

</xs:simpleType>
</xs:attribute>
<xs:attribute name="cookie" type="stringMin0Max47" use="required"/>
<xs:attribute name="response" type="YesOrNo"/>
<xs:attribute name="dn" type="referenceObject" use="required"/>

</xs:complexType>
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応答構文

<xs:element name="configConfMo" type="configConfMo" substitutionGroup="externalMethod"/>
<xs:complexType name="configConfMo" mixed="true">

<xs:all>
<xs:element name="outConfig" type="configConfig" minOccurs="0"/>

</xs:all>
<xs:attribute name="cookie" type="xs:string"/>
<xs:attribute name="response" type="YesOrNo"/>
<xs:attribute name="errorCode" type="xs:unsignedInt"/>
<xs:attribute name="errorDescr" type="xs:string"/>
<xs:attribute name="invocationResult" type="xs:string"/>
<xs:attribute name="dn" type="referenceObject"/>

</xs:complexType>

例

要求

<configConfMo
cookie="<real_cookie>"
dn="sys/rack-unit-1/sol-if">
<inConfig><solIf
dn="sys/rack-unit-1/sol-if"
adminState="enable"></solIf></inConfig></configConfMo>

応答

<configConfMo
dn="sys/rack-unit-1/sol-if"
cookie="<real_cookie>"
response="yes">
<outConfig>
<solIf dn="sys/rack-unit-1/sol-if"

adminState="enable"
name="SoLInterface"
speed="115200"
comport="com0"
status="modified" >

</solIf>
</outConfig>

</configConfMo>

configResolveChildren

configResolveChildrenメソッドは、管理情報ツリーの特定のDN下の管理対象オブジェクトの子を
取得します。返される子の数を減らすためにフィルタを使用できます。

要求構文

<xs:element name="configResolveChildren" type="configResolveChildren"
substitutionGroup="externalMethod"/>

<xs:complexType name="configResolveChildren" mixed="true">
<xs:all>

<xs:element name="inFilter" type="filterFilter" minOccurs="0"/>
</xs:all>
<xs:attribute name="inDn" type="referenceObject" use="required"/>
<xs:attribute name="inHierarchical">

<xs:simpleType>
<xs:union memberTypes="xs:boolean YesOrNo"/>

</xs:simpleType>
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</xs:attribute>
<xs:attribute name="cookie" type="stringMin0Max47" use="required"/>
<xs:attribute name="response" type="YesOrNo"/>
<xs:attribute name="classId" type="namingClassId"/>

</xs:complexType>

応答構文

<xs:element name="configResolveChildren" type="configResolveChildren"
substitutionGroup="externalMethod"/>

<xs:complexType name="configResolveChildren" mixed="true">
<xs:all>

<xs:element name="outConfigs" type="configSet" minOccurs="0"/>
</xs:all>
<xs:attribute name="cookie" type="xs:string"/>
<xs:attribute name="response" type="YesOrNo"/>
<xs:attribute name="errorCode" type="xs:unsignedInt"/>
<xs:attribute name="errorDescr" type="xs:string"/>
<xs:attribute name="invocationResult" type="xs:string"/>
<xs:attribute name="classId" type="namingClassId"/>

</xs:complexType>

例

要求

<configResolveChildren
cookie="<real_cookie>"
inDn='sys/rack-unit-1/boot-policy'
inHierarchical='false'>

</configResolveChildren>

応答

<configResolveChildren
cookie="0000227746/06bc6a70-0035-1035-800c-cdac38e14388"
response="yes"
dn="sys/rack-unit-1/boot-policy">
<outConfig>

<lsbootVirtualMedia
access="read-write"
order="2"
type="virtual-media"
dn="sys/rack-unit-1/boot-policy/vm-read-write">

</lsbootVirtualMedia>
<lsbootLan

access="read-only"
order="1" prot="pxe"
type="lan"
dn="sys/rack-unit-1/boot-policy/lan-read-only">

</lsbootLan>
<lsbootStorage

access="read-write"
order="4"
type="storage"
dn="sys/rack-unit-1/boot-policy/storage-read-write">

</lsbootStorage>
<lsbootEfi

access="read-only"
order="3"
type="efi"
dn="sys/rack-unit-1/boot-policy/efi-read-only">

</lsbootEfi>
</outConfig>

</configResolveChildren>
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configResolveClass

configResolveClassメソッドは、特定のクラスの要求された管理対象オブジェクトを返します。
inHierarchical=trueの場合、結果には子が含まれます。

要求構文

<xs:element name="configResolveClass" type="configResolveClass"
substitutionGroup="externalMethod"/>

<xs:complexType name="configResolveClass" mixed="true">
<xs:all>

<xs:element name="inFilter" type="filterFilter" minOccurs="0"/>
</xs:all>
<xs:attribute name="inHierarchical">

<xs:simpleType>
<xs:union memberTypes="xs:boolean YesOrNo"/>

</xs:simpleType>
</xs:attribute>
<xs:attribute name="cookie" type="stringMin0Max47" use="required"/>
<xs:attribute name="response" type="YesOrNo"/>
<xs:attribute name="classId" type="namingClassId" use="required"/>

</xs:complexType>

応答構文

<xs:element name="configResolveClass" type="configResolveClass"
substitutionGroup="externalMethod"/>

<xs:complexType name="configResolveClass" mixed="true">
<xs:all>

<xs:element name="outConfigs" type="configSet" minOccurs="0"/>
</xs:all>
<xs:attribute name="cookie" type="xs:string"/>
<xs:attribute name="response" type="YesOrNo"/>
<xs:attribute name="errorCode" type="xs:unsignedInt"/>
<xs:attribute name="errorDescr" type="xs:string"/>
<xs:attribute name="invocationResult" type="xs:string"/>
<xs:attribute name="classId" type="namingClassId"/>

</xs:complexType>

例

要求

<configResolveClass
cookie="<real_cookie>"
inHierarchical="false"
classId="computeRackUnit"/>

応答

<configResolveClass cookie="<real_cookie>"
response="yes"
classId="computeRackUnit"> <outConfigs> <computeRackUnit
dn="sys/rack-unit-1"
adminPower="policy"
availableMemory="24576"
lowVoltageMemory="regular-voltage"
model="UCS-E160DP-M1/K9"
memorySpeed="1334"
name="E160DP"
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numOfAdaptors="0"
numOfCores="6"
numOfCoresEnabled="6"
numOfCpus="1"
numOfEthHostIfs="0"
numOfFcHostIfs="0"
numOfThreads="12"
operability="operable"
operPower="off"
operState="ok"
originalUuid="0024C4F4-89F2-0000-A7D1-770BCA4B8924"
presence="equipped"
serverId="1"
serial="FHH16150031"
totalMemory="24576" usrLbl=""
uuid="0024C4F4-89F2-0000-A7D1-770BCA4B8924"
vendor="Cisco Systems Inc">
</computeRackUnit>
</outConfigs>

</configResolveClass>

configResolveDn

configResolveDnメソッドは、指定された DNの 1つの管理対象オブジェクトを取得します。

要求構文

<xs:element name="configResolveDn" type="configResolveDn" substitutionGroup="externalMethod"/>

<xs:complexType name="configResolveDn" mixed="true">
<xs:attribute name="inHierarchical">

<xs:simpleType>
<xs:union memberTypes="xs:boolean YesOrNo"/>

</xs:simpleType>
</xs:attribute>
<xs:attribute name="cookie" type="stringMin0Max47" use="required"/>
<xs:attribute name="response" type="YesOrNo"/>
<xs:attribute name="dn" type="referenceObject" use="required"/>

</xs:complexType>

応答構文

<xs:element name="configResolveDn" type="configResolveDn"
substitutionGroup="externalMethod"/>

<xs:complexType name="configResolveDn" mixed="true">
<xs:all>

<xs:element name="outConfig" type="configConfig" minOccurs="0"/>
</xs:all>
<xs:attribute name="cookie" type="xs:string"/>
<xs:attribute name="response" type="YesOrNo"/>
<xs:attribute name="errorCode" type="xs:unsignedInt"/>
<xs:attribute name="errorDescr" type="xs:string"/>
<xs:attribute name="invocationResult" type="xs:string"/>
<xs:attribute name="dn" type="referenceObject"/>

</xs:complexType>

例

要求

<configResolveDn
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cookie="<real_cookie>"
inHierarchical="false"
dn="sys/rack-unit-1"/>

応答

<configResolveDn
cookie="<real_cookie>"
response="yes"
dn="sys/rack-unit-1"> <outConfig>
<computeRackUnit

dn="sys/rack-unit-1"
adminPower="policy"
availableMemory="24576"
lowVoltageMemory="regular-voltage"
model="UCS-E160DP-M1/K9"
memorySpeed="1334"
name="E160DP"
numOfAdaptors="0"
numOfCores="6"
numOfCoresEnabled="6"
numOfCpus="1"
numOfEthHostIfs="0"
numOfFcHostIfs="0"
numOfThreads="12"
operability="operable"
operPower="off"
operState="ok"
originalUuid="0024C4F4-89F2-0000-A7D1-770BCA4B8924"
presence="equipped"
serverId="1"
serial="FHH16150031"
totalMemory="24576" usrLbl=""
uuid="0024C4F4-89F2-0000-A7D1-770BCA4B8924"
vendor="Cisco Systems Inc">

</computeRackUnit>
</outConfig>

</configResolveDn>

configResolveParent

指定された DNについて、configResolveParentメソッドは管理対象オブジェクトの親を取得しま
す。

要求構文

<xs:element name="configResolveParent" type="configResolveParent"
substitutionGroup="externalMethod"/>

<xs:complexType name="configResolveParent" mixed="true">
<xs:attribute name="inHierarchical">

<xs:simpleType>
<xs:union memberTypes="xs:boolean YesOrNo"/>

</xs:simpleType>
</xs:attribute>
<xs:attribute name="cookie" type="stringMin0Max47" use="required"/>
<xs:attribute name="response" type="YesOrNo"/>
<xs:attribute name="dn" type="referenceObject" use="required"/>

</xs:complexType>

応答構文

<xs:element name="configResolveParent" type="configResolveParent"
substitutionGroup="externalMethod"/>

<xs:complexType name="configResolveParent" mixed="true">
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<xs:all>
<xs:element name="outConfig" type="configConfig" minOccurs="0"/>

</xs:all>
<xs:attribute name="cookie" type="xs:string"/>
<xs:attribute name="response" type="YesOrNo"/>
<xs:attribute name="errorCode" type="xs:unsignedInt"/>
<xs:attribute name="errorDescr" type="xs:string"/>
<xs:attribute name="invocationResult" type="xs:string"/>
<xs:attribute name="dn" type="referenceObject"/>

</xs:complexType>

例

要求

<configResolveParent
cookie="<real_cookie>"
inHierarchical="false"
dn="sys/rack-unit-1"/>

応答

<configResolveParent
cookie="<real_cookie>"
response="yes"
dn="sys/rack-unit-1">
<outConfig>
<topSystem
dn="sys"
address="172.25.209.108"
currentTime="Mon Jan 7 15:48:57 2013 "
mode="stand-alone"
name="ucs-e160dp-m1" >

</topSystem>
</outConfig>

</configResolveParent>

eventSubscribe

eventSubscribeメソッドによって、CIMCが生成した非同期のシステムイベントログ（SEL）イベ
ントをクライアントがサブスクライブできるようになります。

イベントサブスクリプションでは、クライアントアプリケーションがCIMCからのイベント通知
を受けるように登録できます。イベントが発生したときに、CIMCはクライアントアプリケー
ションにイベントとそのタイプを通知します。実際の変更情報だけが送信されます。オブジェク

トの影響を受けない属性は含まれません。

次の例に示すように、イベントに登録するために eventSubscribeを使用します。

<eventSubscribe
cookie="<real_cookie>">

</eventSubscribe>

要求構文

<xs:element name="eventSubscribe" type="eventSubscribe" substitutionGroup="externalMethod"/>

<xs:complexType name="eventSubscribe" mixed="true">
<xs:all>
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<xs:element name="inFilter" type="filterFilter" minOccurs="0"/>
</xs:all>
<xs:attribute name="cookie" type="stringMin0Max47" use="required"/>
<xs:attribute name="response" type="YesOrNo"/>

</xs:complexType>

応答構文

<xs:element name="eventSubscribe" type="eventSubscribe"
substitutionGroup="externalMethod"/>

<xs:complexType name="eventSubscribe" mixed="true">
<xs:attribute name="cookie" type="xs:string"/>
<xs:attribute name="response" type="YesOrNo"/>
<xs:attribute name="errorCode" type="xs:unsignedInt"/>
<xs:attribute name="errorDescr" type="xs:string"/>
<xs:attribute name="invocationResult" type="xs:string"/>

</xs:complexType>

例

要求

<eventSubscribe
cookie="<real_cookie>">

</eventSubscribe>

応答

NO RESPONSE OR ACKNOWLEDGMENT.
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第 4 章

Cisco CIMC XML オブジェクトアクセス権限

この章は、次の項で構成されています。

• 権限のサマリーテーブル, 29 ページ

• 権限, 30 ページ

権限のサマリーテーブル
ユーザがロールに割り当てられると、そのロールが特定の権限を許可します。これらの権限は、

特定のシステムリソースへのアクセスをユーザに許可し、これらのリソースでタスクを実行する

権限を許可します。次の表に、各権限と、その権限に付与されている初期のデフォルトユーザ

ロールを示します。

説明ラベル内部名

すべてへのアクセスADMINadmin, （30ページ）

読み取り専用アクセス権READ_ONLYread-only, （30ペー
ジ）

制限付きコンフィギュレーション

アクセス

USERuser, （30ページ）
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権限

admin

目的

システム管理

担当するロール

Administrator

制御対象オブジェクト

このロールは、システムレベルです。管理者は、すべてのオブジェクトを制御します。

read-only

目的

読み取り専用アクセス権

担当するロール

これは、選択可能な権限ではありません。すべてのロールがすべてのオブジェクトへの読み取り

専用アクセス権を持ちます。一部のオブジェクトの読み取り/書き込み権限を持つロールが、その
他すべてのオブジェクトに対する読み取り専用アクセス権を持ちます。

user

目的

設定の制限

担当するロール

User

制御対象オブジェクト

このロールは、次のタスクを実行できます。

•すべての情報を表示する

•電源のオン、電源再投入、電源のオフなどの電力制御オプションを管理する
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• KVMコンソールと仮想メディアを起動する

•すべてのログをクリアする

•ロケータ LEDを切り替える
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付録 A
共通サーバ管理タスクの例

この付録は次の項で構成されています。

• 共通サーバ管理タスクの例, 33 ページ

共通サーバ管理タスクの例
次に、CiscoCIMCXMLAPIを使って共通のサーバ管理タスクを実行する例を示します。各例は、
XML API要求に続いて CIMCからの応答を示しています。

サーバの要約情報とホストの電源状態の取得

要求：

<configResolveClass
cookie="1357577156/9028d030-d2b5-12b5-8007-f289f4c42400"
inHierarchical="false"
classId="computeRackUnit"/>

応答：

<configResolveClass
cookie="1357577156/9028d030-d2b5-12b5-8007-f289f4c42400"
response="yes"
classId="computeRackUnit">
<outConfigs>

<computeRackUnit dn="sys/rack-unit-1" adminPower="policy" availableMemory="24576"
lowVoltageMemory="regular-voltage" model="UCS-E160DP-M1/K9"
memorySpeed="1334" name="E160DP" numOfAdaptors="0" numOfCores="6"
numOfCoresEnabled="6" numOfCpus="1" numOfEthHostIfs="0" numOfFcHostIfs="0"
numOfThreads="12" operability="operable" operPower="off" operState="ok"
originalUuid="0024C4F4-89F2-0000-A7D1-770BCA4B8924" presence="equipped"
serverId="1" serial="FHH16150031" totalMemory="24576" usrLbl=""
uuid="0024C4F4-89F2-0000-A7D1-770BCA4B8924" vendor="Cisco Systems Inc">

</computeRackUnit>
</outConfigs>

</configResolveClass>
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サーバコンポーネントの現在実行中のファームウェアバージョンの取得

要求：

<configResolveClass
cookie="1357577156/9028d030-d2b5-12b5-8007-f289f4c42400"
inHierarchical="false"
classId="firmwareRunning"/>

応答：

<configResolveClass
cookie="1357577156/9028d030-d2b5-12b5-8007-f289f4c42400"
response="yes"
classId="firmwareRunning">

<outConfigs>
<firmwareRunning

dn="sys/rack-unit-1/bios/fw-boot-loader" deployment="boot-loader"
type="blade-bios" version="4.6.4.9" >

</firmwareRunning>
<firmwareRunning

dn="sys/rack-unit-1/mgmt/fw-boot-loader"
deployment="boot-loader"
type="blade-controller" version="1.0(1.20130103121559).23">

</firmwareRunning>
<firmwareRunning

dn="sys/rack-unit-1/mgmt/fw-system">
deployment="system"
type="blade-controller"> version="1.0(1.20130103121559)" >

</firmwareRunning>
</outConfigs> >
</configResolveClass>

CIMC にインストールされているバックアップファームウェアバージョンの取得

要求：

<configResolveDn
cookie="1357577156/9028d030-d2b5-12b5-8007-f289f4c42400"
inHierarchical="false"
dn="sys/rack-unit-1/mgmt/fw-updatable"/>

応答：

<configResolveDn
cookie="1357577156/9028d030-d2b5-12b5-8007-f289f4c42400"
response="yes"
dn="sys/rack-unit-1/mgmt/fw-updatable">

<outConfig>
<firmwareUpdatable

dn="sys/rack-unit-1/mgmt/fw-updatable"
adminState="triggered"
deployment="backup"
operState="ready"
version="1.0(1.20121206-pha2) #1"
protocol="none"
remoteServer=""
remotePath=""
user=""
pwd=""
progress="0"
type="blade-controller">

</firmwareUpdatable>
</outConfig>
</configResolveDn>
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inHierarchical オプションを使用した、設定済みブート順テーブルの取得

要求：

<configResolveClass cookie="1313086522/c7c08988-aa3e-1a3e-8005-5e61c2e14388"
inHierarchical="true" classId="lsbootDef"/>

応答：

<configResolveClass cookie="1313086522/c7c08988-aa3e-1a3e-8005-5e61c2e14388" response="yes"

classId="lsbootDef">
<outConfig>
<lsbootDef dn="sys/rack-unit-1/boot-policy" name="boot-policy"

purpose="operational" rebootOnUpdate="no" childAction="deleteNonPresent">
<lsbootVirtualMedia access="read-only" order="3"

type="virtual-media" rn="vm-read-only" childAction="deleteNonPresent"/>
<lsbootVirtualMedia access="read-write" order="5"

type="virtual-media" rn="vm-read-write" childAction="deleteNonPresent"/>
<lsbootLan rn="lan-read-only" access="read-only" order="2"

prot="pxe" type="lan" childAction="deleteNonPresent"/>
<lsbootStorage rn="storage-read-write" access="read-write" order="1"

type="storage" childAction="deleteNonPresent">
<lsbootLocalStorage rn="local-storage" childAction="deleteNonPresent"/>

</lsbootStorage>
<lsbootEfi rn="efi-read-only" access="read-only" order="4"

type="efi" childAction="deleteNonPresent"/>
</lsbootDef>

</outConfig>
</configResolveClass>

ダウンロードされたホストイメージのリストの取得

要求：

<configResolveClass cookie="1363615849/8e4ceb60-d833-1833-8002-f289f4c42400"
inHierarchical="false" classId="hostImage"/>

応答：

<configResolveClass cookie="1363615849/8e4ceb60-d833-1833-8002-f289f4c42400" response="yes"

classId="hostImage">
<outConfig>
<hostImage index="1"

name="linux.iso"
date="Fri, 15 Mar 2013 04:34:10 GMT"
size="336222208"
md5sum="72869d19c2fdea60138d315156b6e7fe"
dn="sys/rack-unit-1/host-image-mapping/host-image-1"/>

</hostImage>
</outConfig>

</configResolveClass>

サーバ電源の再投入

要求：

<configConfMo
cookie="1357578468/de622490-d2b5-12b5-8009-f289f4c42400"
dn="sys/rack-unit-1">

<inConfig>
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<computeRackUnit dn="sys/rack-unit-1"adminPower="cycle-immediate">
</computeRackUnit>
</inConfig>
</configConfMo>

応答：

<configConfMo
dn="sys/rack-unit-1"
cookie="1357578468/de622490-d2b5-12b5-8009-f289f4c42400"
response="yes">

<outConfig>
<computeRackUnit

dn="sys/rack-unit-1" adminPower="policy"
availableMemory="24576" lowVoltageMemory="NOTINCP-regular-voltage"
model="UCS-E160DP-M1/K9" memorySpeed="1334" name="E160DP"
numOfAdaptors="0" numOfCores="6" numOfCoresEnabled="6" numOfCpus="1"
numOfEthHostIfs="0" numOfFcHostIfs="0" numOfThreads="12"
operability="NOTINCP-operable" operPower="on" operState="NOTINCP-ok"
originalUuid="0024C4F4-89F2-0000-A7D1-770BCA4B8924" presence="equipped"
serverId="1" serial="FHH16150031" totalMemory="24576" usrLbl=""
uuid="0024C4F4-89F2-0000-A7D1-770BCA4B8924" vendor="Cisco Systems Inc"
status="modified" >

</computeRackUnit>
</outConfig>
</configConfMo>

ブート順テーブルのセカンダリブートデバイスとしての EFI の設定

要求：

<configConfMo cookie="1313090863/ca79ef88-aa3f-1a3f-8006-5e61c2e14388"
dn="sys/rack-unit-1/boot-policy/efi-read-only" inHierarchical="false">

<inConfig>
<lsbootEfi order="2" status="modified" dn="sys/rack-unit-1/boot-policy/efi-read-only"/>

</inConfig>
</configConfMo>

応答：

<configConfMo dn="sys/rack-unit-1/boot-policy/efi-read-only"
cookie="1313090863/ca79ef88-aa3f-1a3f-8006-5e61c2e14388" response="yes">

<outConfig>
<lsbootEfi dn="sys/rack-unit-1/boot-policy/efi-read-only" access="read-only" order="2"

type="efi" status="modified"/>
</outConfig>

</configConfMo>

フロッピーディスクドライブのブートデバイスとしてのブート順リストからの削除

要求：

<configConfMo cookie="1313092854/412183f8-aa40-1a40-8007-5e61c2e14388"
dn="sys/rack-unit-1/boot-policy/vm-read-write" inHierarchical="true">

<inConfig>
<lsbootVirtualMedia order="5" access="read-write" status="deleted"

dn="sys/rack-unit-1/boot-policy/vm-read-write"/>
</inConfig>

</configConfMo>

応答：

<configConfMo dn="sys/rack-unit-1/boot-policy/vm-read-write"
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cookie="1313092854/412183f8-aa40-1a40-8007-5e61c2e14388" response="yes">
<outConfig>
</outConfig>

</configConfMo>

SNMP 設定の詳細の取得

要求：

<configResolveClass cookie="1313086522/c7c08988-aa3e-1a3e-8005-5e61c2e14388"
inHierarchical="false" classId="commSnmp"/>

応答：

<configResolveClass cookie="1313086522/c7c08988-aa3e-1a3e-8005-5e61c2e14388"
response="yes" classId="commSnmp">

<outConfig>
<commSnmp dn="sys/svc-ext/snmp-svc" adminState="enabled" community="topSecret"
descr="SNMP Service" name="snmp" port="161" proto="udp" sysContact="demo@demo.com"
sysLocation="San Jose"/>

</outConfig>
</configResolveClass>

inHierarchical オプションを使用した SNMP 設定の変更と設定済み SNMP トラップレシーバの取得

要求：

<configConfMo cookie="1313090863/ca79ef88-aa3f-1a3f-8006-5e61c2e14388"
inHierarchical="true" dn="sys/svc-ext/snmp-svc">

<inConfig>
<commSnmp dn="sys/svc-ext/snmp-svc" sysContact="TheAdmin@ITDept.com"

community="demoPrivate" sysLocation="SanJoseCalifornia"/>
</inConfig>

</configConfMo>

応答：

<configConfMo dn="sys/svc-ext/snmp-svc"
cookie="1313090863/ca79ef88-aa3f-1a3f-8006-5e61c2e14388" response="yes">

<outConfig>
<commSnmp dn="sys/svc-ext/snmp-svc" adminState="enabled" community="demoPrivate"

descr="SNMP Service" name="snmp" port="161" proto="udp"
sysContact="TheAdmin@ITDept.com" sysLocation="SanJoseCalifornia" status="modified"

childAction="deleteNonPresent">
<commSnmpTrap adminState="disabled" community="demoPublic" hostname="11.22.33.44"

id="1" notificationType="informs" version="v1" rn="snmp-trap-1" status="modified"

childAction="deleteNonPresent"/>
<commSnmpTrap adminState="disabled" community="demoPublic" hostname="50.60.70.80"

id="2" notificationType="informs" version="v1" rn="snmp-trap-2" status="modified"

childAction="deleteNonPresent"/>
<commSnmpTrap adminState="disabled" community="demoPublic" hostname="0.0.0.0" id="3"

notificationType="informs" version="v1" rn="snmp-trap-3" status="modified"
childAction="deleteNonPresent"/>

<commSnmpTrap adminState="enabled" community="demoPublic" hostname="138.148.198.218"

id="4" notificationType="informs" version="v1" rn="snmp-trap-4" status="modified"

childAction="deleteNonPresent"/>
</commSnmp>

</outConfig>
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</configConfMo>

「Select Memory RAS」BIOS トークンの取得

要求：

<configResolveClass cookie="1313092854/412183f8-aa40-1a40-8007-5e61c2e14388"
inHierarchical="false" classId="biosVfSelectMemoryRASConfiguration"/>

応答：

<configResolveClass cookie="1313092854/412183f8-aa40-1a40-8007-5e61c2e14388"
response="yes" classId="biosVfSelectMemoryRASConfiguration">

<outConfig>
<biosVfSelectMemoryRASConfiguration

dn="sys/rack-unit-1/bios/bios-settings/SelectMemory-RAS-configuration"
vpSelectMemoryRASConfiguration="maximum-performance" >

</biosVfSelectMemoryRASConfiguration>
</outConfig>

</configResolveClass>

ミラーリングモードの「Select Memory RAS」BIOS トークンの設定

要求：

<configConfMo cookie="1313092854/412183f8-aa40-1a40-8007-5e61c2e14388"
inHierarchical="false"
dn="sys/rack-unit-1/bios/bios-settings/SelectMemory-RAS-configuration">

<inConfig>
<biosVfSelectMemoryRASConfiguration

dn="sys/rack-unit-1/bios/bios-settings/SelectMemory-RAS-configuration"
vpSelectMemoryRASConfiguration="mirroring">

</biosVfSelectMemoryRASConfiguration>
</inConfig>

</configConfMo>

応答：

<configConfMo dn="sys/rack-unit-1/bios/bios-settings/SelectMemory-RAS-configuration"
cookie="1313092854/412183f8-aa40-1a40-8007-5e61c2e14388" response="yes">

<outConfig>
<biosVfSelectMemoryRASConfiguration

dn="sys/rack-unit-1/bios/bios-settings/SelectMemory-RAS-configuration"
vpSelectMemoryRASConfiguration="mirroring" status="modified"/>

</outConfig>
</configConfMo>

TFTP を使用した CIMC 設定のエクスポート

要求：

<configConfMo dn="sys/export-config"
cookie="1313118253/2b07f100-aa46-1a46-8008-5e61c2e14388" inHierarchical="false">

<inConfig>
<mgmtBackup dn="sys/export-config" adminState="enabled" hostname="198.29.210.14"

remoteFile="/tftpserver/c250_config_export.cfg"/>
</inConfig>

</configConfMo>
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応答：

<configConfMo dn="sys/export-config"
cookie="1313118253/2b07f100-aa46-1a46-8008-5e61c2e14388" response="yes">

<outConfig>
<mgmtBackup dn="sys/export-config" adminState="disabled"

fsmStageDescr="Completed successfully" fsmRmtInvErrCode=""
fsmRmtInvErrDescr="NONE"
fsmDescr="export-config" proto="tftp" hostname="" remoteFile=""
status="modified"/>

</outConfig>
</configConfMo>

上の要求がエクスポート操作を起動し、バックグラウンドタスクとして実行されます。次の要求

を送信することで、完了ステータスを定期的に照会できます。

ステータス要求：

<configResolveClass cookie="1313118253/2b07f100-aa46-1a46-8008-5e61c2e14388"
inHierarchical="false" classId=" mgmtBackup"/>

完了後のステータス応答：

<configResolveClass cookie="1313122298/1c207238-aa47-1a47-8009-5e61c2e14388" response="yes"

classId="mgmtBackup">
<outConfig>

<mgmtBackup dn="sys/export-config" adminState="disabled"
fsmStageDescr="Completed successfully" fsmRmtInvErrCode="" fsmRmtInvErrDescr="NONE"

fsmDescr="export-config" proto="tftp" hostname="" remoteFile=""/>
</outConfig>

</configResolveClass>

エクスポートされたコンフィギュレーションファイルは、次の例のようになります。

[root]# cat /tftpserver/c250_config_export.cfg
<root><cimc>
<version>1.4(0.22)</version>
<network>
<hostname>ucs-c250-M2</hostname>
<mode>dedicated</mode>
<redundancy>active-standby</redundancy>
<dns-use-dhcp>no</dns-use-dhcp>
<preferred-dns-server>0.0.0.0</preferred-dns-server>
<alternate-dns-server>0.0.0.0</alternate-dns-server>
<vlan-enabled>no</vlan-enabled>
.
.
.

TFTP を使用した CIMC 設定のインポート

要求：

<configConfMo dn="sys/import-config"
cookie="1313118253/2b07f100-aa46-1a46-8008-5e61c2e14388"
inHierarchical="false">

<inConfig>
<mgmtImporter dn="sys/import-config" adminState="enabled"

hostname="198.29.210.14" remoteFile="/tftpserver/c250_config_export.cfg"/>
</inConfig>

</configConfMo>
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応答：

<configConfMo dn="sys/import-config"
cookie="1313118253/2b07f100-aa46-1a46-8008-5e61c2e14388" response="yes">

<outConfig>
<mgmtImporter dn="sys/import-config" adminState="disabled"

fsmStageDescr="Error" fsmRmtInvErrCode="" fsmRmtInvErrDescr="NONE"
fsmDescr="import-config" proto="tftp" hostname="" remoteFile=""
status="modified"/>

</outConfig>
</configConfMo>

上の要求がインポート操作を起動し、バックグラウンドタスクとして実行されます。次の要求を

送信することで、完了ステータスを定期的に照会できます。

ステータス要求：

<configResolveClass cookie="1313118253/2b07f100-aa46-1a46-8008-5e61c2e14388"
inHierarchical="false" classId="mgmtImporter"/>

完了前のステータス応答：

<configResolveClass cookie="1313118253/2b07f100-aa46-1a46-8008-5e61c2e14388" response="yes"

classId="mgmtImporter">
<outConfig>
<mgmtImporter dn="sys/import-config" adminState="enabled"

fsmStageDescr="Applying configuration" fsmRmtInvErrCode=""
fsmRmtInvErrDescr="NONE" fsmDescr="import-config" proto="tftp" hostname=""
remoteFile=""/>

</outConfig>
</configResolveClass>

繰り返しのステータス要求：

<configResolveClass cookie="1313118253/2b07f100-aa46-1a46-8008-5e61c2e14388"
inHierarchical="false" classId="mgmtImporter"/>

完了後のステータス応答：

<configResolveClass cookie="1313118253/2b07f100-aa46-1a46-8008-5e61c2e14388" response="yes"

classId="mgmtImporter">
<outConfig>

<mgmtImporter dn="sys/import-config" adminState="disabled"
fsmStageDescr="Completed successfully" fsmRmtInvErrCode=""
fsmRmtInvErrDescr="NONE" fsmDescr="import-config" proto="tftp" hostname=""
remoteFile=""/>

</outConfig>
</configResolveClass>

TFTP を使用した CIMC テクニカルサポートデータのエクスポート

要求：

<configConfMo dn="sys/rack-unit-1/tech-support"
cookie="1313118253/2b07f100-aa46-1a46-8008-5e61c2e14388" inHierarchical="false">

<inConfig>
<sysdebugTechSupportExport dn="sys/rack-unit-1/tech-support" adminState="enabled"

remoteFile="/tftpserver/c250_techsupport_archive.tgz" hostname="198.29.210.14"/>
</inConfig>
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</configConfMo>

応答：

<configConfMo dn="sys/rack-unit-1/tech-support"
cookie="1313118253/2b07f100-aa46-1a46-8008-5e61c2e14388" response="yes">

<outConfig>
<sysdebugTechSupportExport dn="sys/rack-unit-1/tech-support" adminState="disabled"

hostname="198.29.210.14" proto="tftp"
remoteFile="/tftpserver/c250_techsupport_archive.tgz" fsmStageDescr="none"
fsmProgr="0" fsmStatus="nop" status="modified"/>

</outConfig>
</configConfMo>

上の要求がエクスポート操作を起動し、バックグラウンドタスクとして実行されます。次の要求

を送信することで、完了ステータスを定期的に照会できます。

ステータス要求：

<configResolveClass cookie="1313118253/2b07f100-aa46-1a46-8008-5e61c2e14388"
inHierarchical="false" classId="sysdebugTechSupportExport"/>

完了前のステータス応答：

<configResolveClass cookie="1313118253/2b07f100-aa46-1a46-8008-5e61c2e14388"
response="yes" classId="sysdebugTechSupportExport">

<outConfig>
<sysdebugTechSupportExport dn="sys/rack-unit-1/tech-support" adminState="enabled"

hostname="198.29.210.14" proto="tftp"
remoteFile="/tftpserver/c250_techsupport_archive.tgz"
fsmStageDescr="collecting" fsmProgr="0" fsmStatus="exporting"/>

</outConfig>
</configResolveClass>

繰り返しのステータス要求：

<configResolveClass cookie="1313118253/2b07f100-aa46-1a46-8008-5e61c2e14388"
inHierarchical="false" classId="sysdebugTechSupportExport"/>

完了後のステータス応答：

<configResolveClass cookie="1313118253/2b07f100-aa46-1a46-8008-5e61c2e14388"
response="yes" classId="sysdebugTechSupportExport">

<outConfig>
<sysdebugTechSupportExport dn="sys/rack-unit-1/tech-support" adminState="disabled"

hostname="198.29.210.14" proto="tftp"
remoteFile="/tftpserver/c250_techsupport_archive.tgz"
fsmStageDescr="completed" fsmProgr="100" fsmStatus="success"/>

</outConfig>
</configResolveClass>

エクスポートされたテクニカルサポートファイルは、次の例のようになります。

[root]# tar tvfz /tftpserver/c250_techsupport_archive.tgz | more
drwxr-xr-x root/root 0 2011-08-11 13:01:10 obfl/
-rw-r--r-- root/root 76910 2011-08-11 13:00:56 obfl/obfl-log.1
-rw-r--r-- root/root 76835 1970-01-01 09:38:26 obfl/obfl-log.2
-rw-r--r-- root/root 76881 2011-08-08 21:20:55 obfl/obfl-log.3
-rw-r--r-- root/root 76916 1969-12-31 16:07:28 obfl/obfl-log.4
-rw-r--r-- root/root 76846 2011-08-03 21:38:49 obfl/obfl-log.5
-rw-r--r-- root/root 14598 2011-08-11 20:49:57 obfl/obfl-log
.
.
.
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付録 B
configConfMo メソッドの使用に関する注意
事項

この付録は、次の項で構成されています。

• configConfMoメソッドを使用した識別名の定義, 43 ページ

• オプションの inHierarchical属性の使用, 44 ページ

• 1つの管理対象オブジェクトの設定, 45 ページ

configConfMo メソッドを使用した識別名の定義
configConfMoメソッドを使用して、管理対象オブジェクト（MO）の 1つ以上のプロパティを設
定します。設定するMOは識別名（DN）によって一意に識別されます。この章は、configConfMo
メソッドを使用して DNを提供する 2つの方法を示します。

管理対象オブジェクトレベル

管理対象オブジェクトレベルで DNを提供できます。次の例では、DN「sys/rack-unit-1/sol-if」が
MO「solIf」内に定義されています。

<configConfMo
cookie="<real_cookie>"><inConfig><solIf
dn="sys/rack-unit-1/sol-if"
adminState="enable">
</solIf>
</inConfig>

</configConfMo>

メソッドおよび管理対象オブジェクトレベル

メソッドおよび管理対象オブジェクトレベルで DNを提供できます。次の例では、DN
「sys/rack-unit-1/sol-if」が、MO「solIf」内に configConfMoメソッドレベルで定義されています。

<configConfMo
cookie="<real_cookie>"
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dn="sys/rack-unit-1/sol-if">
<inConfig>
<solIf
dn="sys/rack-unit-1/sol-if"
adminState="enable">

</solIf>
</inConfig>
</configConfMo>

メソッドレベルで DNを指定するのはオプションで、Cisco CIMC XML API実装でサポートさ
れており、Cisco UCS Manager XML API実装との整合性をとります。

（注）

オプションの inHierarchical 属性の使用
configConfMo要求が CIMCに送信されると、応答には設定されるMOの直接のプロパティだけが
含まれます。

オプションの inHierarchical属性が configConfMo要求に含まれている場合、応答は trueに設定さ
れた inHierarchical属性を持つ configResolveDn要求の応答と同様になります。応答には、設定さ
れるMOのプロパティとともに、その子MOのプロパティがすべて含まれます。

要求：

<configConfMo
cookie="1357578468/de622490-d2b5-12b5-8009-f289f4c42400"
inHierarchical="true"
dn="sys/rack-unit-1/sol-if">
<inConfig>
<solIf

dn="sys/rack-unit-1/sol-if"
adminState="enable">

</solIf>
</inConfig>

</configConfMo>

応答：

<configConfMo
dn="sys/rack-unit-1/sol-if"
cookie="1357578468/de622490-d2b5-12b5-8009-f289f4c42400"
response="yes">
<outConfig>

<solIf
dn="sys/rack-unit-1/sol-if"
adminState="enable"
name="SoLInterface"
speed="115200"
comport="com0"
status="modified"
childAction="deleteNonPresent">

</solIf>
</outConfig>

</configConfMo>
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1 つの管理対象オブジェクトの設定
シスコの実装で可能なのは、1つの管理対象オブジェクト（MO）で実行する configConfMoメソッ
ドだけです。 CIMC管理情報モデルの包含関係で定義されている場合でも、複数のMOを含む
configConfMoメソッドを指定することは無効です。

次に、単一のMO「lsbootLan」を設定する有効な configConfMoメソッドの例を示します。この例
では、ホストは最初のブートオプションとして PXE起動を使用するように設定されています。

<configConfMo
cookie="<real_cookie>">
<inConfig>

<lsbootLan <== Single MO
order="1"
status="modified"
dn="sys/rack-unit-1/boot-policy/lan" >

</lsbootLan>
</inConfig>

</configConfMo>

次の例の configConfMoメソッドは、親MOと子MOが同時に指定されているため無効です。管
理情報ツリーで「solIf」MOは「computeRackUnit」MOの子オブジェクトです。CiscoCIMCXML
APIの実装では、サブツリーの設定で configConfMoメソッドを使用できません。

要求：

<configConfMo
cookie="1313084260/40ea8058-aa3e-1a3e-8004-5e61c2e14388"
dn="sys/rack-unit-1" inHierarchical="false">
<inConfig>

<computeRackUnit <== Parent MO
adminPower="cycle-immediate"
usrLbl="Cisco C210 Server"
dn="sys/rack-unit-1">

<solIf <== Child MO
dn="sys/rack-unit-1/solif"
adminState="enable"
speed="9600"/>

</computeRackUnit>
</inConfig>

</configConfMo>

応答：

XML PARSING ERROR: Element 'solif': This element is not expected.

このメソッドはCisco CIMCXMLAPI実装ではサポートされていませんが、CiscoUCSManager
XML API実装で有効です。

（注）
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付録 C
CIMC Visore ユーティリティ

この付録は、次の項で構成されています。

• CIMC Visoreユーティリティ, 47 ページ

CIMC Visore ユーティリティ
Visoreは、HTMLブラウザを使用して管理対象オブジェクト（MO）を簡単に参照できる、CIMC
に構築されたユーティリティです。 Visoreユーティリティは Cisco CIMC XML APIクエリーメ
ソッドを使用して、CIMCでアクティブなMOを参照します。 Visoreユーティリティは、設定を
行うためには使用できません。

Visore へのアクセス方法

Visoreにアクセスするには、ブラウザを開き、次のいずれかの URLを入力します。

• http://<CIMC IP Address>/visore.html

• https://<CIMC IP Address>/visore.html

プロンプトが表示されたら、CIMC CLIまたは GUIユーザインターフェイスへのログインと同じ
クレデンシャルを使用してログインします。

CIMCでは、Visoreアクセスに Firefoxブラウザと Chromeブラウザのみサポートされます。（注）

クラス照会での Visore の使用

特定のクラスを照会するには、クラス名を [Class or DN]フィールドに入力し、[Run Query]をク
リックします。 Visoreは configResolveClassメソッドを CIMCに送信し、要求されたMOが表形
式で表示されます。

表示されたMOの親および子クラスを取得するには、[<]および [>]ボタンを使用します。たとえ
ば、[>]をクリックすると、MOの子を照会するために configResolveChildrenメソッドが CIMCに
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送信されます。 [<]をクリックすると、MOの親を照会するために configResolveParentメソッドが
CIMCに送信されます。

識別名（DN）を照会するための Visore の使用

特定の DNを照会するには、DNを [Class or DN]フィールドに入力し、[Run Query]をクリックし
ます。 Visoreは CIMCに configResolveDnメソッドを送信します。
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